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第64回 (通算第147回 ):2013年 7月 25日 (木 )

(座長 :五十嵐雅子 )

社会への鋳造技工技術露出法の一例

大沼誉英 (歯科技工士学科)

平成25年 6月 に,新潟目報新社屋“メデイアシップ
"

にて高校生や本学資料請求者をはじめとする一般市

民を対象とした明倫短期大学学外ガイダンスが行わ

れた。このガイダンスは,「 お回の健康」を回復 ,

維持するチーム歯科治療とその一翼を担う歯科技工

士のテクニック,さ らに歯科技工士を育てる本学歯

科技工士学科を紹介することにより,若者には進路

開拓チャンス,成人には健康管理の啓発に役立てる

ことを目的として行われた。一般市民に対して歯科

医療をより理解していただき, また歯科技工技術の

1つである鋳造の技術もより多くの人々に理解して

いただく良い機会であったことから,埋没から鋳造

までの複雑な過程を分かりやすく説明することが可

能となるように,段階模型を製作して,それを用い

てのデモンストレーションを行った.段階模型は,

埋没操作の終了した鋳造用リングを縦方向に切断さ

れており,内部の状況をその断面で確認できる状態

になっており,①ワックスパターン埋没後②埋没材
の焼却後③鋳造後のステップで製作した.

クラウン等の金属にて製作された歯科補綴装置の

製作方法は,患者さんの立場である一般市民の方の

みならず,歯科医療従事者である歯科医師や歯科衛

生士でも,ほ とんど知られていないばかりか,説明
の困難な作業工程であり,ま た理解の難しい部分で

あった。しかし,今回製作した段階模型を用いての

デモンストレーションによって以下のように感じる

ことができた。①埋没から鋳造される過程をステッ

プ毎の断面模型を見ていただくことで,よ り理解度

が増した様に感じられた.②鋳造工程はタブレッド

端末を使用して画像での説明を行い,溶かした金属
を流し込む様子を見ていただいたことで,ヮ ックス

から金属に置き換わるまでの過程が分かりやすかっ

た.0ワ ックスアップ。研磨などの作業工程を直接
見ることで歯科技工士の仕事内容がよリイメージし

やすくなった.説明用の段階模型があることで,聞

き手としてはイメージがしやすく, また作業の流れ

が理解しやすくなったのではないかと考えられる.

明倫短期大学附属歯科診療所

訪間口腔ケアの実際

小林 梢 (歯科衛生士学科)

明倫短期大学附属歯科診療所の訪問診療の実際に

ついて,訪問口腔ケアを行った以下の 3症例を報告

した.

【症例1】 78歳男性主たる病名 :頸椎症性脊髄症.要

介護4.介護支援専門員からの紹介.

摂食喋下機能低下により,胃 ろう増設を図り経管

栄養になっているが昼のみミキサー食を少量経口摂

取している状況.居宅療養管理指導計画を立て,そ の

後,歯科衛生± 1人で居宅療養管理指導に出かけ回

腔ケアを行っている術式を動画で説明した.

I症例2】 37歳女性.主たる病名 :頸椎損傷連携病院

歯科からの紹介.

頸部から下は完全麻痺であるが,マ ンションで独

居生活をしている.口腔ケアについては,家族 。他職

種からの協力は得られないケース.週 1回のPTCと ,月

1回の超音波スケーラーを使ったポケット内クリー

ニングでカリエス防止と歯周組織の改善がみられて

いる.

【症例3】 76歳男性.主たる病名 :パーキンソン病.神

経内科からの紹介 .

哄下評価の結果,日腔期・咽頭期・食道期レベル

に問題があり哄下の間接的訓練が必要となった。訓

練時必要な器具器材と,訓練前の回腔ケアの内容,間

接的訓練の内容を説明した.

以上のことから,歯科衛生士は回腔ケアの術者で

もあるが,本人・家族 。多職種への指導者であり,支

援者でなければいけないと考えた。

第65回 (通算第148回 ):2013年 9月 26日 (木 )

(座長 :平澤明美 )

歯科衛生過程に基づく歯科介護実習の

取り組み

計良倫子 (歯科衛生士学科 )

本学では平成9年 より,歯科衛生過程に基づいた,

歯科介護実習を実施している。これは,歯科介護の

課題分析,問題事項の選定,計画立案,歯科介護の

実施,実施評価の5つ のプロセスに実習記録を加え
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